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南彊遺跡参観報告

本年の7月15日(月)から8月26日(月)にかけて、文部省科研費による国際学術

共同研究(代表・早稲田大学、長津和俊、研究題目・ f新譜維吾爾自治区における東西交

通路の路線と史跡の研究J)の活動の一環として、新彊維吾爾自治区の天山南部地域(南

彊)の遺跡を参観訪問した。予定では、上記テーマに基づく調査が、日本と中国(中国科

学院新彊生物土壌沙漠研究所と新彊文物考古研究所)との共同調査の形で三年間継続して

行われるが、本年度は来年度以降の調査のためのGeneralSurveyとしての性格を持つため、

特定の遺跡に限定した重点的な調査は行わず、広く南彊に点在する各遺跡を参観し、併せ

て現地研究者との学術交流を適して、新彊の各遺跡(特に古城枇や古墳群および石窟遺跡

など)に関する現時点での最新の情報を収集することに努めた。まず、以下に今回参加し

た研究メンバーと参観日程を掲出しておく。

【参加研究者】

(日本側)①長揮和俊(早稲田大学文学部教授)

②桜井清彦( 向上 ) 

@ 大橋一章( 同上 ) 

④荒川正晴(早稲田大学文学部非常勤講師)

⑤小沢正人(早稲田大学大学院文学研究科、北京大学留学)

(中国側)① 夏訓誠(中国科学院新彊分院・生物土壌沙漠研究所所長)

②王嫡華(新撞社会科学院・新彊文物考古研究所所長)

③ 閤国栄(中国科学院新彊分院・生物土壌沙漠研知万助理研究員)

④劉文鎖(新彊社会科学院・新彊文物考古研究所研修員)

【参観日程】

7月16日，.._.18日 烏魯木斉 (Ururnchi) 8月7日.......11日 和田 (Khotan)

7月18日.......22日 吐魯番 (Turfan) 8月11日.......12日 民豊 (Niya)

7月22日.......26日 烏魯木斉 (Urumchi) 8月12日.......13日 旦末 (Cherchen)

7月26日，.._.29日 庫爾勅 (Kor1a) 8月13日........14日 若尭 (Charkhlik)

7月29日，.._.8月1日庫車 (Kucha) 8月14日.......15日 庫爾勅 (Korla)
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8月1日""""3日

8月3日.......，7日

問克蘇 (Aksu)

曙什(Kashgar)

8月15日""""22日 烏魯木斉 (Ur四 chi)

現地では、遺跡参観のほか、以下に掲げるとおり、研究所や各地区の文管所を始め各種

の行政・研究機関を訪問し、研究者を始め多くの人々と交流をもつことができた。

【新譜維吾爾自治区文化庁】 (烏魯木斉市勝利路193号)

1 解輝華(副庁長・新彊対外文化交流協会理事)

2 韓朔 (文物処処長)

3 王経室(文物処)

4 盛春寿(文物処)

【中国科学院新彊生物土壌沙漠研究所】 (烏魯木斉北京南路40号)

1 夏訓誠(所長)

2 促頻融(科研計画与国際合作処処長)

3 宋郁東(科研計画与国際合作処副教授)

4 閤国栄(助理研究員)

5 朱衛東(科研計画与国際合作処助理工程師)

6 張鶴年(新彊維吾爾自治区生物土壌研究結・策勅沙漠研究姑、所長)

【新語文物考古研究所】 (烏魯木斉北京南路16号)

l 王嫡華(所長、研究員)

2 王明哲(副所長、研究員)

3 穆舜英

4 張玉虫(考古研究部主任、助理研究員)

5 羊毅勇(研究員)

6 劉文鎖(研修員)

7 IJ学堂

【新彊維吾爾自治区博物館】 (烏魯木斉西北路)

1 呉震(研究員)

2 買応逸(研究員)

3 王欣
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【吐魯番地区文物保管所・吐魯番地区博物館】 (吐魯番市高昌路)

1 ~早雲飛(新彊吐魯番地区文物保管所、所長・新曜吐魯番地区博物館館長)

2 米世忠(新彊吐魯番地区文物保管所)

【巴州文物陳列館】 (庫爾勅市)

1 何徳修(館長)

2 謹大海

【庫車県文物保管所・庫車県文化処】

1 謝静波(庫車県文物保管所)

2 都学鋒(庫車県文化処)

3 買買提・事|湖爾(庫車県文物保管所)

【阿克蘇地区文物管理所】 (阿克蘇市北大街17号)

1 曾安軍(所長)

【暗什地区文化処・曙什地区文管所】

1 買買提・阿不都投(暗什地区文化処群文科、科長)

2 阿力甫(暗什地区文管所)

3 馬迎勝(暗什地区文化処、処長)

【和田地区人民政府・和田地区文物管理所】

1 阿不都投・文孜(和田地区人民政府、副専員)

2 阿不都・培地爾(和田地区文物管理所、所長)

【巴州且末県文体局文物保護管理所1
1 阿布割地・阿布都熱西提

2 吐爾地克熱木
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之の他、和静県の察吾乎溝口古墓群(後掲遺跡表の(C) ・③)では、中国社会科学院

考古研究所の韓康信氏にお会いすることができた。同氏は、広く新彊地域に点在する古墓

群出土の人骨調査を行われており、その成果は、 「新彊古代居民的種族人類学研究和維吾

爾族的体質特点J(Ii'西域研究.n1991年第2期)などに公表されている。同古墓群出土の

人骨に関する本格的な調査は、これからとのことであるが、天山南麓のカラシヤール近郊

に生活していた民族系統について、人骨分析からどのような結論がだされるのか興味がも

たれる。また烏投泊古城と烏投泊古墓葬の参観に際しては、同時期、偶然にも烏魯木斉の

新彊文物考古研究所に滞在されていた中国文物研究所(北京王四大街29号)の林梅村氏が

同行された。氏の新襲来訪の目的は、新出のトゥムシュク文書の調査のためとのことであ

るが、同文書がどとでどれほど発見されたのかは詳かではない。また、吐魯番では、本会

報の第46号 (6頁)で紹介した中国吐魯番学学会の副会長兼秘書長をされている張文華

氏ともお会いすることができ、同氏よりその活動の一端をうかがった。

ところで、今回訪問した遺跡は、以下に掲げるごとく、広く南彊に散在する古域社や古

墳群および石窟遺跡などで、その数も40近くにのぼる。そこで、各遺跡に関する基礎的

な情報を一括して提供すべく、ソニーのG・P・S(Global Positioning System)で測定

した遺跡の経・韓度のデータを掲載する(※印で、おおよその測定地点を注記)。なおこ

れまで遺跡の位置に関しては、既にスタインや黄文弼などが、地図上にプロットしている

(Serindia.vo1." Maps.London.1921:Innermost Asia.vol.rv Maps.London.1930、 『塔里

木盆地考古記』科学出版社、 1958年、 『吐魯番考古記』中国科学院出版、 1954年など)が、

今回の測定データとの差異は、決して小さくない。ただし、最近では、中国で各地区ごと

に普査隊が包括的な遺跡調査を敢行しており、その調査結果も続々と『新彊文物』誌上に

発表され(1)、経・緯度に関してもより正確なデータが報告されている。今回のG・p.S

の利用により、さらに精度を増した経・緯度のデータを提供することが可能となったと思

われるが、本参観の測定は、一回ないしは二回の測定にとどまるものである。しかもほぼ

同地点・同時刻でのわずか二回の測定でも、秒単位で多少の誤差を生じており、今後の適

正な条件下での精密な測定が望まれる。
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【参観遣社】

(A) 烏魯木斉 (Urumchi)

①烏技泊古城(烏魯木斉市の市街南約10km

烏投拍水庫の西南約2km)

※北壁中央より南に延びる東子城西壁のほぼ

中央部で測定。

②烏投泊古墓葬(同上、烏挫泊水庫の南斜面)

※烏投泊水庫の南斜面に46基の墳墓が点在す

るが、測定地点は確認できず。

③柴宮盤湖古墓群(烏魯木斉市東南50km)

※柴富壁湖古墓群(の最大墳墓)で測定(2)。

④塩湖蜂鑓遺祉(塩湖車拍西北約lkm)

※緯蝿西側面地点で測定。

(B) 吐魯番地域(Turfan)

N 43"38' 30" 

E 87" 35' 14'" 

N 43"38' 40" 

E 87' 36' 45" 

N 43"30' 33'" 

E 87' 57' 33'" 

N 43" 25' 25" 

E 88" 05' 00" 

①雅繭湖千仏洞 I N 42.57' 28" 
(吐魯番市の西約10畑、交河故城西南河谷南岸) I E 89. 02' 44" 
※第4窟前で測定。

②雅爾湖古墓群(吐魯番市西約印刷、交河溝西土麗上)

③魯克t心墓葬群(ー楳桑樹、布爾土居結木古墓群。都善県魯克託、鎮吐
格蔓博依村北、魯克泌鎮劇協~4km)

※東西150伽、南北600m、面積約0.9knfに墳墓 IN 42.45' 48" 
が散在し、これまで78基を発掘。そのうち I E 89" 46' 49" 

10数基の墳墓はーヶ所に集中しており、そ

れらは、 「甲j字形の土梁で囲まれる。測定は、その墳墓集中地点。
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④魯克託、墓葬群(三十橋古墳群、都善県魯克託、鎮三↑橋村、魯克託、鎮東南約3km)

※青銅時代~階唐時代にわたる広大な古墓群 IN 42043' 38" 
(二地点に分布か)(3)で、測定地点は、三 IE 89047' 55" 

十橋村の三攻克日墓群遣社(約2万knf)か?

⑤ 阿斯塔那古墳群(吐魯番市東南約40km)

※TAM216号地点で測定

⑥柏孜克里克千仏洞 (吐魯番市東北約50km)

※現第31窟前テラスで測定。

⑦勝金口千仏洞 (吐魯番市東北約40km)

※オルデンブルクのKP aM (寺院)No.10 

(現第2号窟)前で測定(4)。

@吐蛤溝千仏洞(都善県県城西南約40km)

@高畠故城(吐魯番市東約50km)

※高昌城東車馬面の地点で測定

(版築層3.5""'5咽前後)

⑩ 交河故城(吐魯番市西約印刷)

※安西都護府司の跡と言われる地点で測定。

⑪魯克託、古城(郡善県魯克託、鎮)

N 42" 52' 54" 

E 89031' 40" 

N 42" 57' 18" 

E 89032' 19" 

N 42" 55' 02" 

E 89033' 52" 

N 42051' 02" 

E89032' 10" 

N 42056' 59" 

E 89003' 56" 

※東西約1000m余り・南北約400m、周囲約3km1 N 42044' 35" 
と報告される。古城西南角で測定。 IE 89045' 06" 
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⑫台膨苔(吐魯番市・阿斯塔刺すく三豊村>)

※底辺37X37m、残高約20m余り。同搭西側面 N 42052' 08'" 

地点で測定。 E 89031' 05" 

(C) 庫爾勅市 (Kor1a)

①博格遼泌域社(罵奮闘族自治県県城西南約12km)

四十里城子古城(曙投馬克泌)

※周囲約3km。域社内部中央地点で測定(5)。 N 41" 57' 17" 

E 86030' 35" 

② 明屋(錫克泌)遺牡(罵嘗回族自治県県城西南約30蜘)

※東西蜘帥同域に溝南区と溝北「13560γ
区に二分される(6)が、測定地点は、溝南区。 020'30'" 

③和静県察吾乎溝口古墓群(和静県西約40km)

N 42" 25' 48" 

※第田号墓(?)地点か。 E 86007' 57" 

④鉄門関(庫爾勅市の市街の北方約27km)

※孔雀河東岸山上地点で測定(7)。山高50m。 N 41" 49' 31" 

I E 86011' 32" 

⑤ 阿克増遺社(輪台県野雲溝村東約16km)

N 41" 59' 36" 

※(8) E 85011' 56" 

⑥ 脱克塔木遣社

N 41" 46' 16" 

※(9) E 83026' 20" 

(D) 庫車県 (Kucha)

①克孜爾千仏洞(拝城県克孜爾鎮東南7km)
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※谷西窟群前で測定。 N 41" 46' 53'" 

E 82030' 07'" 

②蘇巴什古城(庫車県県樹七約23km)

※棚河の東西仇測定地点は潮遺 iN 41" 51' 23'" 
社(南北長さ685m、東西170m)の78KZFM1で E 83002' 39'" 

測定(10)。

③克孜爾来暗千仏洞(庫車県県城西約10km)

克子噌投平石窟(間文儒氏)

※第31窟前地点で測定(11)。 N 41" 47' 54'" 

E 82054' 09'" 

④克孜爾来暗土塔枇(庫車県県城西約印刷)

N 41" 47' 32'" 

E 82" 53' 55'" 

⑤夏克土爾・玉其土爾遣社(庫車~新和県間

の滑干<ムザルト>河畔) N 41" 41' 11" 

※夏克土繭遣社 (Dou1douraqour) (12) E 82.41' 47" 

<クムトラ石窟溝口区南端対岸>で測定。

⑥ 亀蕊故城(皮朗故城)

N 41" 44' 07'" 

※内城西壁地点で測定。 E 82056' 36" 

( E) 阿克蘇(肱su)

①亜衣徳梯木

N 40.25' 59" 

※(13) E 79023' 06" 

②都竣梯木

N 40.26' 10" 

※(14) E 79.26' 04'" 
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③温宿故城

(F) 暗什市、疏附県 (Kashgar)

①三仙洞(曙什市市街北18畑)

②康奥依古城(疏附県県城東北約20km)

(恰洛依古城)

③莫か仏塔

(G) 和田市 (Khotan)

①約特干遣社(和田市西方約10km)

N 41" 16' 42" 

E 80.14' 37" 

N 39.35' 30" 

E 75.57' 22" 

N 39.34' 11" 

E 76.14' 43" 

N 39.36' 58" 

E 76.15' 12" 

N 37.06' 53" 

E 79.49' 28" 

② 買力克阿瓦提遺祉(和田市南約25畑、玉瀧略什河西岸)

※遣社範囲南北約1400m余り、東西両端は河岸

に限られ、北の幅は450m前後、南の輔は約 IN36.57' 06" 
74加。計測地点は南端中央よりか?0 I E 79" 53' 50" 

(H) 民豊県 (Niya) ・子田県 (keriya)

(I) 且末県(Cherchen)

(J) 若禿県 (Ch紅 khlik)

【注】

( 1 ) 既に『新彊文物』において、以下に掲げる普査隊による報告が公表されている。

18 



自治区文勅普査弁公室・吐魯番地区文物普査隊「吐魯番地区普査資料最編J (1988-3)、

新彊維吾爾自治区文物普査弁公室・昌吉回族自治州文物普査隊「昌吉田族自治州文物

普査資料J(1989司 3)、新彊維吾爾自治区文物普査弁公室・博爾塔投蒙古自治州文物
ザ普査隊「博爾塔栓蒙古自治州文物普査資料J (1990-1 )、新調維吾爾自治区文物普査

弁公室・伊型地区文物普査隊「伊型地区文物普査報告J (1990-2)、自治区文物普査

弁公室・烏魯木斉市文物普査隊「烏魯木斉市文物普査隊資料J(1991-1)。ただし、

普査隊の掲げる遣社の経・緯度との異同については省略する。

(2) 柴寵鍾織自岸には、西南岸と東岸に細石器遣社も広がるが、今回参観したのは柴

高鍾湖東約1'.7kmにある柴寓鍾湖古墓群である。長さ約1.83畑、轍句0.48kmの範囲内に

39の墳墓が南北方向に担閉jされる。測定地点は、直径5伽・高さ4mの最大墳墓。

(3)上掲「吐魯番地区普査資料嚢編J付載の「吐魯番地区文物分布目録Jによれば、三

十橋村付近の古墓群遣社は、戦国~漢代の三攻克日墓群と唐代の三十橋古墓群に分か

れる。

(4) Onb~eH6ypr.C.φ.. pycc K aR Typ Ke C T aH CIK aR 3Kcn e且 HUHR 1909-

1910 ro~a.. CaHKTロeTep6ypr.1914.体炉札XXX羽-XLl 中国壁壷全集編輯委

員会編『中国壁壷全集新彊6吐魯番』遼寧美術出版社・新彊人民出版社、 1990年、

p.160の勝金口石窟参照。

(5) 韓朔氏の公表された「罵嘗国都、薦書訴督府治所与駕嘗鎮城一博格違泌古城調査J

( r文物.D1982-4、pp.8 -12)に付載される平面図の3の地点で測定。
(6) 黄文弼『新彊考古発掘報告(1957-1958).D (文物出版社、 1983年)pp.36-46参
照。

(7) 黄文弼、前掲書、 p.29には、鉄門関の遺祉に二ヶ所あり、一つは孔雀河西岸平地

(庫爾勅恰瑞溝供鋪合作社打石組の傍ら)にあり、もう一つが問河東岸山上(打石組

南約2.5km)に存在すると指摘される。

(8) 黄文弼『塔里木盆地考古記.D (科学出版社、 1958年)p.9，付図4輪豪。自治区博

物館文物隊・輪台県文教局「輪台県文物調査J(r新揖文物.D1991司 2)pp.9-11。唐
代の城壁と認められ、張平氏は、 ζれを檎林守捉域社に比定される。 r有関唐安西烏
塁州等地望考J (s'新彊社会科学.D1990-2) pp.120-127。

(9) 黄文弼、前掲書、付図5庫車では、徒格塘木と表記。自治区博物館文物隊・輪台

県文教局、前掲論文、 pp.12-13。

(10) 鋼廠河西岸の依教建築遣社群の西端に墓葬を伴う仏塔があり、現在78KZFM1に編

号されている。新彊博物館・庫車県文管所「庫車昭恰麓西大寺塔葬墓清理簡報J

( s'新彊文物.D1987-1) p.12の図二78KZFM1の位置図参照。また黄文弼、 『新彊考古
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発掘報告 (1957-1958).!I pp.71-93。黄文弼『塔里木盆地考古記.Bpp.28-30。

(11) 買応逸「初論克孜爾来崎石窟中的吐蕃洞J (Ii'新調文物.!I1991-2) pp.91-96。

(12) 滑千河畔の夏克土爾(シャハトル)・玉其土爾(ウシトル)<黄文弼の色乃当旧城

( Ii'塔里木盆地考古記.Bp.17)。なお付図5庫車には子斯托技の名も見える>両遺祉

については、 1958年に調査された王嫡華氏が、夏克土爾をペリオの発掘した「都

勅杜爾阿胡爾Dou1douraqourJであったと認められている(r唐安西柘廠関故社井有
関問題研究Jrr西北史地.B1987年第3期、 p.15)。さらに氏は、両遺祉を唐の柘版関
(=柘廠寺)に比定されている(向上、 p.19)。この他、韓朔・陳世良「亀蕊悌寺之研

究JIi'新彊文物.B1989年第2期、 p.80。梁志祥 f庫車県古遣社簡介Jrr新彊大学学報』
1985年第1期、 pp.53-56も参照。

(13) 1983年に文化部文物局・新彊博物館によって調査されている。柳晋文「巴楚ー桐

坪古耕、道調査兼述“済濁館"J‘講者館"之地望Jrr新腫文物.!I1985年第1期、 pp.
17-19。また王嫡華氏は、この遺祉を庸の済濁館に比定されている。 r“綿路"考古新
収穫JIi'新調文物.B1991年第2期、 pp.21-41。

(14) この遺社も、 1983年に文化部文物局・新彊博物館によって調査されている。王嫡

華氏は、前掲論文、 pp.21-41のなかで、これを唐の和平鋪に比定される。ただし、柳

晋文氏は、同遺祉を謁者館に比定する。前掲論文、 pp.17-19。

(荒川正晴)
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